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　「主体的、対話的で深い学び」、特に、算数科の見方・

考え方を扱う学習では、「主体的、対話的で深い評価」が

必要ではないでしょうか。本稿では、「子どもを評価に参

画させる」具体的な事例（「新子実践」と呼びます。）を通

して、これを実践化するための視座を提案します。

　5年生の「図形の面積」では、等積変形や倍積変形な

どを活用して図形の求積の仕方を考えます。新子実践

では、単元末に「『たこ形』や『くさび形』の面積を求める

公式をつくろう。」という課題を設定しました。こうする

ことで、単元を通して、求積の公式をつくる見方・考え

方に焦点化した学習になります。実際に、「子どもを評

価に参画させる」工夫を授業記録で紹介します。

　授業記録に下線❶❷で示したように、「評価規準を

子どもと共有する」活動を位置付けます。これが、公式

をつくる際の「評価規準」（子どもには、「コツ」と言いま

す。）です。

　そこで、教科書やドリルなどで公式を適用して求積

する問題では、下線❸❹❺のように「コツ」を繰り返さ

せることで内面化を図ります。

　それでも、台形の場合、次のような公式を導く子ど

もが少なからずいます。
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～子どもを評価に参画させる「形成的アセスメント」～

「主体的・対話的で深い評価」の提案
算数編

授業力を
みがく

1 子どもを評価に参画させる

2 評価規準（コツ）を見いだして共有する

T：平行四辺形は、長方形に変形することで、「底辺×高さ」で面
積が求められることがわかりました。これを「公式」と言いま
すが、「公式」というのはどんな式でないといけませんか。

C：どんな平行四辺形でも使える❶式。
　だれが使っても同じ答えになる❷式。
T：どんな平行四辺形でも、だれが使っても、同じ面積が求めら
れないと公式ではないということですね。

四角形アと三角形イに分けます。
アの面積は、上底×高さです。
イの面積は、（下底－上底）×高さ÷2です。
台形の面積は、
上底×高さ＋（下底－上底）×高さ÷2です。

ア
イ

T：では、右の平行四辺形の面積は、どうなりますか。
C：5×4=20（cm2）です。　　　　　　
T：みんな同じですか。❸
C：同じです。
T：本当に20（cm2）かどうか確かめましたか。❹
C：たて4cm、よこ5cmの長方形に変形して20cm2です。
T：この場合は偶然かもしれません。ペアで平行四辺形の面積を
求める問題を出し合って、どんな場合でもこの公式が使える
かどうか確かめてみましょう。❺



　そこで、「公式は簡単に使えること。」という第3の

「コツ」が共有されます。それは、「図形を2つに分けて

たすと、２つの式をくっつけただけでわかりづらい。」か

らだと言います。したがって、台形の場合は、倍積変形

して平行四辺形にしてから半分に戻す考え方が公式と

してスマートであるという結論に至ります。

　こうして、子どもたちが、「公式づくりのコツ」を見い

だし、これらを拠り所にして「ひし形」「たこ形」と「くさ

び形」の公式づくりに取り組みます。

　この課題で、多くの子どもは、「ひし形」の公式が使え

ないかと試しますが、上下2つの三角形に分割して考え

る子どももいます。第3の「コツ」が十分に内面化してい

ないからです。そこで、ペア学習で互いの考え方を、「公

式づくりのコツ」に照らし合わせて相互評価させます。

　この場面では、C1が「公式づくりのコツ」に即して

C2に下線❻のフィードバックを与えます。その後、C2

は、これを取り入れ、ひし形の公式を活用した公式に修

正します。新子実践では、ペア学習による相互評価を

行いましたが、このような学習に慣れてくれば、自己評

価により自己改善できるようになります。それが困難

な子どもには、先生が個別にフィードバックすることも

考えられます。いずれにしても、「みんなで見いだした

評価規準（コツ）に照らし合わせて学習改善を図るため

のフィードバック」であることが重要です。これまでは、

この点を抜きにした自己評価や相互評価、教師評価に

留まっていたため、授業の中で評価活動を位置付けて

も学習効果に結び付かなかったのです。

　つまり、〇×をつけ合ったり、解法を教え合ったり、意

見交換したりする「対話」ではなく、「評価規準(コツ)」

に照らし合わせて、学習改善を図るための「対話」にな

ります。最終的には、上図□のように、自分自身との「対

話」で学習改善ができる「自律した学習者」を目指しま

すが、そのためには、上図□・□に示した友達や先生か

らの評価とそれに基づくフィードバックを手掛かりにし

て学習改善を図る経験を積み重ねる必要があります。

　新子実践は、「子どもを評価に参画させる」ことにお

いて「子ども主体」であり、評価規準に照らし合わせた

自己評価、相互評価、教師評価による「対話的」な

フィードバックで学習改善を図り、算数科の見方・考え

方を獲得する「深い学び」と「深い評価」を同時に達成

しています。このような立場が「形成的アセスメント」で

あり、「学習のための評価」と言われています。従来の

授業を大きく変えずに取り組める「授業改善のための

コツ」をつかんでくださることを期待しています。
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C1：なぜ２つの三角形に分けたの?
C2：上と下の三角形（の面積）をたせばいいから。
C1：この公式だと、面積は求められるけど、簡単に使えない

ことになるでしょう。2つの図形に分けないっていう第３
のコツを思い出して。❻

C2：そうか、ひし形と同じようにできるのか。

1

2 3

右の図のような形を「たこ
形」といいます。
この「たこ形」の面積を求
める公式をつくりましょう。

友達との対話で
学習改善

2

自分との対話で学習改善1

先生との対話で
学習改善

3評価規準

評価
規準

評価
規準
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